
 OM15001C 

 1 

  

プラスチックストリッパ（ミニ） 

取扱説明書 
 

 ご使用の前に本取扱説明書をよくお読み下さい。 

 本取扱説明書は、製品のそばなどいつもお手元においてお使い下さい。 
 

1. 安全にお使いいただくために 
この取扱説明書には、人身への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安全にお使いいただくために、 

守っていただきたい事項を示しています。本書の内容につきましては万全を期してはおりますが、 

お気付きの点がございましたら、連絡先までお申しつけ下さい。 

取扱説明書を紛失した場合は、巻末の連絡先まで申し出てください。 

 

2. 構成 
標準構成品 

名称 数量 

プラスチックストリッパ（ミニ）本体 1 個 

プラスチックストリッパ刃 1 組（2 枚） 

取扱説明書（本書） 1 部 

 

3. 製品仕様 
仕様項目 最小値 標準値 最大値 

大きさ（W×D×H） 21mm（W）×142mm（D）×52mm（H） 

質量 19g 

対応心線 
UV 被覆石英クラッド単心光ファイバ クラッド外径：125µm 

被覆径φ0.25mm         ～        被覆径φ0.50mm 

環境  動作温度 

保存温度 

湿度 

0℃ 

-40℃ 

 

 

40℃ 

60℃ 

95% 

 

4. 各部名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

メカスプ用アダプタ 

ストリッパ本体 
グリップ 

ストリッパ刃 

光ファイバ長 目安板 
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5. 使用方法･操作手順 
5.1 光ファイバの被覆除去 

1) 光ファイバをファイバホルダにセットします。ホルダから光ファイバ先端を40mm出してセットします。 

 

2) ホルダ端をストリッパにきちんと突き当ててください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3) 写真の様に光ファイバの先端が２つの光ファイバ長目安板の間に収まっていることを確認してください。 

ファイバが長い場合や短い場合は再び1）の作業からやり直してください。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

4) 本体のグリップをしっかり押さえた状態で、ホルダをゆっくりと止まるまで引っ張ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5) グリップを開放して光ファイバホルダを取り出します。取り出した後の光ファイバに付着した被覆カスは、 

アルコールで湿らせたコットンティッシュ等を用いて拭き取ってください。 

 

6) 刃に付着した、除去された被覆を取り除きます。 

目安板の間にファイバ先端

があることを確認 

本体のグリップをしっかりと押える ホルダをゆっくりと引っ張る 

きちんと突き当てる 
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5.2 MS102メカスプ工具用アダプタの取付 
7) プラスチックストリッパ（ミニ）は、FAコネクタ用ストリッパと同じ長さでファイバの被覆除去が可能です。 

（従来のプラスチックストリッパの「ホルダキャリー：ＦＡ」と同じ） 

よって、従来のMS102メカスプ工具で使用される場合は、レール部下側に装着しているメカスプ用アダプタを 

レール部上側にセットして使用して下さい。（メカスプ「S」添付治具を使用する場合は不要） 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 替刃の取付 
8) プラスチックストリッパ（ミニ）には替刃（2枚）の取付が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

替刃を矢印の方向に起こす スリットに差し込む 

レール部下側より 

アダプタを引き抜く 

レール部上側に 

アダプタを差し込む 

メカスプ用アダプタ 

突き当たるとこまで差し込む 

スリットに差し込む 替刃を矢印の方向に起こす 
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5.4 プラスチック刃の交換 
9) プラスチック刃が劣化して被覆除去ができなくなってきたら、刃の交換が必要です。 

プラスチック刃は上下に刃部があるので上下の刃を入れ替えたり、使用していない刃部が使えるように刃を 

裏返して、使用してください。 

※ プラスチック刃は上下方向に向きがあります。斜めにカッティングされている方を上にしてください。正しい 

向きで刃を噛み合わせないと、正常に被覆除去できない場合やファイバが切断してしまう恐れがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（良い例）斜めにカッティングされている方が上   （悪い例）斜めにカッティングされている方が下 

 
刃の組合せ、良い例と悪い例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 

 本体及び本体刃に細かいゴミが在る場合は、ブラシなどを使用して取り除いてから

使用してください。 

 心線の種類によっては皮剥きしにくい場合があります。しっかりとグリップで刃を押

し当ててから数秒待ってゆっくり引くと剥きやすくなります。 

 複数回連続で皮剥き作業を行ない、被覆ゴミが定量的に残るようになると、刃の

寿命です。刃の裏表や上下を入れ替えるなどで刃の使用していない部分を使用

してください。刃が使用できなくなったら、交換用プラスチック刃と交換してくださ

い。 

 

お問合せ先 
 

 

 

 

本社 営業部 
〒１４１－００３１  東京都品川区五反田５丁目２３－８ 

     ＴＥＬ ０３－３４９３－１１８４ 

     ＦＡＸ ０３－３４９３－１５２８ 

 

 


